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1 健康 

aWwa33ws 

健康状態の満足度については、「満足している」（18.1%）、「どちらかといえば満足している」

（45.8%）と回答した割合の合計が 63.9%となった。一方で「満足していない」（13.8%）、「どちらかと 

いえば満足していない」（17.1%）と回答した割合の合計は 30.9%となった。 

年齢階層別構成     集計（一般市民） n=2,082 

年齢階層別に、「満足している」、「どちらかといえば満足している」と回答した割合の合計を全体

の平均（63.9%）と比較すると、「20 歳未満」（84.6%）、「20～29 歳」（77.1%）が平均を大きく上回り、  

「30～39歳」（69.8%）、「40～49歳」（66.9%）、「70～79歳」（64.0%）でも平均を上回る、または近似した

値となった。一方で「80歳以上」（51.2%）では平均を大きく下回り、「60～69歳」（59.9%）、「50～59歳」

（60.7%）でも平均を下回った。 

満足している    どちらかといえば満足している   どちらともいえない   どちらかといえば満足していない   満足していない 

第5 章 意識や行動の設問

一般市民 
Q2 

n=2,159 
現在の健康状態に満足していますか。 

(n=168) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=215) 

(n=369) 

(n=328) 

(n=469) 

(n=350) 

全体の平均 
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健康への配慮については、「配慮している」（24.0%）、「どちらかといえば配慮している」（50.0%）

と回答した割合の合計が74.0%となった。一方で「配慮していない」（6.0%）、「どちらかといえば配慮

していない」（15.5%）と回答した割合の合計は 21.5%となった。 

男女別構成     集計 n=2,066 

男女別に、「配慮している」、「どちらかといえば配慮している」と回答した割合の合計を比較する

と、「女性」（75.9%）が「男性」（70.2%）を上回った。 

年齢階層別構成     集計 n=2,078 

年齢階層別に、「配慮している」、「どちらかといえば配慮している」と回答した割合の合計を全体の

平均（74.0%）と比較すると、「70～79 歳」（89.1%）、「80 歳以上」（88.2%）が平均を大きく上回り、「60～ 

69 歳」（79.7%）でも平均を上回った。一方で「20 歳未満」（54.7%）、「30～39 歳」（59.6%）、「20～29 歳」

（61.9%）、「40～49歳」（63.3%）でも平均を大きく下回り、「50～59歳」（68.9%）でも平均を下回った。 

配慮している    どちらかといえば配慮している  どちらともいえない   どちらかといえば配慮していない   配慮していない 

一般市民 
Q3 

n=2,155 
生活習慣病の予防など、健康に配慮していますか。 

(n=170) 

(n=64) 

(n=118) 

(n=215) 

(n=368) 

(n=328) 

(n=469) 

(n=346) 

全体の平均 

(n=1,178) 

(n=888) 
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2 将来  不安

aWwa33ws 

将来への不安については、「不安はない」（5.4%）、「どちらかといえば不安はない」（12.7%）と 

回答した割合の合計が 18.1%となった。一方で「不安はある」（47.7%）、「どちらかといえば不安は 

ある」（31.1%）と回答した割合の合計は 78.8%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=2,076 

年齢階層別に、「不安はない」、「どちらかといえば不安はない」と回答した割合の合計を全体の

平均（18.1%）と比較すると、「80 歳以上」（36.0%）、「20 歳未満」（32.3%）が平均を大きく上回り、「70～

79 歳」（26.1%）でも平均を上回った。一方で「40～49 歳」（8.2%）、「20～29 歳」（12.7%）、「50～59 歳」

（12.8%）、「30～39歳」（13.5%）、「60～69歳」（17.8%）では平均を下回った。 

不安       どちらかといえば不安       どちらともいえない   どちらかといえば不安        不安   

一般市民 
Q4 

n=2,153 
老後   将来 不安       

(n=167) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=214) 

(n=370) 

(n=326) 

(n=467) 

(n=349) 

全体の平均 
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職業別構成とのクロス集計 n=2,005 

職業別（「その他」を除く。職業別構成の定義については 9 ページ参照）に、「不安はない」、「ど

ちらかといえば不安はない」と回答した割合の合計を全体の平均（18.1%）と比較すると、「学生」

（29.3%）が平均を大きく上回り、「その他就業者」（24.3%）、「無職」（21.0%）でも平均を上回った。 

一方で「非正規雇用者」（11.6%）、「正規雇用者」（14.4%）では平均を下回った。 

世帯収入別構成とのクロス集計 n=1,985 

世帯収入別（「わからない」を除く）に、「不安はない」、「どちらかといえば不安はない」と回答し

た割合の合計を全体の平均（18.1%）と比較すると、「800万円以上～1,000万円未満」（30.1%）が平均

を大きく上回り、「1,000 万円以上」（27.5%）でも平均を上回った。一方で「200 万円未満」（12.9%）、

「200万円以上～400万円未満」（15.4%）、「400万円以上～600万円未満」（16.9%）、「600万円以上

～800万円未満」（17.1%）では平均を下回った。 

全体の平均 
(n=575) 

(n=415) 

(n=181) 

(n=82) 

(n=718) 

(n=34) 

(n=240) 

(n=515) 

(n=133) 

(n=182) 

(n=196) 
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(n=427) 

全体の平均 
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乳幼児

3 子育て 

子育ての楽しさについては、「楽しい」（32.8%）、「どちらかといえば楽しい」（41.7%）と回答した 

割合の合計が 74.5%となった。一方で「楽しくない」（2.6%）、「どちらかといえば楽しくない」（3.2%）と

回答した割合の合計は 5.8%となった。 

男女別構成     集計 n=1,432 

男女別に、「楽しい」、「どちらかといえば楽しい」と回答した割合の合計を比較すると、「女性」

（77.6%）が「男性」（69.9%）を上回った。 

乳幼児、小学生、中学生のいる世帯とのクロス集計

乳幼児、小学生、中学生のいる世帯別に、「楽しい」、「どちらかといえば楽しい」と回答した割合の

合計を全体の平均（74.5%）と比較すると、「乳幼児」のいる世帯（87.2%）、「小学生」のいる世帯（85.9%）が

平均を大きく上回り、「中学生」のいる世帯（76.8%）でも平均を上回った。 

楽しい       どちらかといえば楽しい      どちらともいえない     どちらかといえば楽しくない     楽しくない 

一般市民 
Q5 

n=1,492 
子育ては楽しいことだと感じますか。 

(n=808) 

(n=624) 

全体の平均 

(n=228) 

(n=234) 

(n=168) 
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4 人権 

aWwa33ws 

人権問題への関心については、「関心がある」（19.4%）、「どちらかといえば関心がある」（38.4%）

と回答した割合の合計が 57.8%となった。一方で「関心がない」（10.1%）、「どちらかといえば関心が

ない」（17.8%）と回答した割合の合計は 27.9%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=2,063 

年齢階層別に、「関心がある」、「どちらかといえば関心がある」と回答した割合の合計を全体の 

平均（57.8%）と比較すると、「70～79 歳」（66.2%）、「80 歳以上」（63.8%）、「60～69 歳」（62.2%）が平均

を上回った。一方で「20～29 歳」（49.1%）、「50～59 歳」（50.6%）、「30～39 歳」（52.8%）、「20 歳未満」

（53.2%）、「40～49歳」（53.4%）では平均を下回った。 

関心がある    どちらかといえば関心がある    どちらともいえない   どちらかといえば関心がない      関心がない 

一般市民 
Q6 

n=2,139 
人権問題に関心がありますか。 

(n=160) 

(n=64) 

(n=118) 

(n=214) 

(n=371) 

(n=324) 

(n=466) 

(n=346) 

全体の平均 
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身近にある差別やいじめ、虐待などの人権侵害については、「感じない」（38.0%）、「どちらかと

いえば感じない」（20.2%）と回答した割合の合計が 58.2%となった。一方で「感じる」（12.8%）、「どち

らかといえば感じる」（18.8%）と回答した割合の合計は 31.6%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=2,046 

年齢階層別に、「感じない」、「どちらかといえば感じない」と回答した割合の合計を全体の平均

（58.2%）と比較すると、「80歳以上」（69.1%）が平均を大きく上回り、「70～79歳」（65.8%）、「60～69歳」

（59.6%）、「30～39 歳」（59.4%）、「20～29 歳」（58.5%）でも平均を上回る、または近似した値となった。

一方で「50～59歳」（49.3%）、「20歳未満」（50.0%）、「40～49歳」（53.1%）では平均を下回った。 

感じない   どちらかといえば感じない    どちらともいえない   どちらかといえば感じる     感じる    関心がない 

一般市民 
Q7 

n=2,120 
身近に差別やいじめ、虐待などの人権侵害があると感じますか。 

(n=155) 
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5 悩み相談 

身近に悩みを相談できる人の有無については、「いる」（59.4%）、「どちらかといえばいる」（24.6%）

と回答した割合の合計が84.0%となった。一方で「いない」（6.0%）、「どちらかといえばいない」（6.4%）

と回答した割合の合計は 12.4%となった。 

男女別構成     集計 n=2,068 

男女別に、「いる」、「どちらかといえばいる」と回答した割合の合計を比較すると、「女性」（89.3%）

が「男性」（76.5%）を大きく上回った。 

年齢階層別構成     集計 n=2,080 

年齢階層別に、「いる」、「どちらかといえばいる」と回答した割合の合計を全体の平均（84.0%）と 

比較すると、「20～29 歳」（91.5%）、「20 歳未満」（89.3%）、「30～39 歳」（88.8%）、「80 歳以上」（85.0%）、

「40～49 歳」（84.1%）が平均を上回る、または近似した値となった。一方で「70～79 歳」（81.1%）、「60

～69歳」（81.2%）、「50～59 歳」（82.2%）では平均を下回った。 

いる        どちらかといえばいる        どちらともいえない     どちらかといえばいない       いない 

一般市民 
Q8 

n=2,157 
身近に悩みなどを相談できる人（家族を含む）はいますか。 

(n=1,181) 

(n=887) 

(n=166) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=215) 

(n=371) 

(n=326) 

(n=468) 

(n=351) 

全体の平均 
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6 仕事と私生活 

仕事のやりがいについては、「やりがいはある」（28.1%）、「どちらかといえばやりがいはある」

（36.9%）と回答した割合の合計が 65.0%となった。一方で「やりがいはない」（7.2%）、「どちらかと  

いえばやりがいはない」（8.3%）と回答した割合の合計は 15.5%となった。 

男女別構成     集計 n=1,566 

男女別に、「やりがいはある」、「どちらかといえばやりがいはある」と回答した割合の合計を比較

すると、「男性」（64.9%）と「女性」（64.8%）は近似した値となった。 

年齢階層別構成     集計 n=1,575 

年齢階層別に、「やりがいはある」、「どちらかといえばやりがいはある」と回答した割合の合計を

全体の平均（65.0%）と比較すると、「20～29歳」（71.4%）、「30～39歳」（69.4%）、「60～69歳」（67.3%）、

「40～49 歳」（67.0%）が平均を上回った。一方で「80歳以上」（46.9%）、「20 歳未満」（54.9%）では平均

を大きく下回り、「70～79歳」（59.8%）「50～59歳」（63.7%）では平均を下回った。 

一般市民 
Q9 

n=1,630 
現在の仕事にやりがいはありますか。 

(n=841) 

(n=725) 

(n=79) 

(n=31) 

(n=105) 

(n=183) 

(n=339) 

(n=303) 

(n=336) 

(n=199) 

全体の平均 

やりがいはある どちらかといえばやりがいはある どちらともいえない どちらかといえばやりがいはない やりがいはない

平成28年度 市民意識調査結果報告書

-89-



38.9 

13.0 

30.8 

40.9 

25.0 

33.5 

27.8

28.5

30.8

39.2

42.0

39.4

27.8

46.5

38.5

6.8

15.3

10.5

4.4 

9.7 

10.7 

8.7 

5.6 

7.6 

3.4 

7.0 

7.9 

0% 25% 50% 75% 100%

その他

無職

学生

その他就業者

非正規雇用者

正規雇用者

24.5 

39.9 

41.7 

32.1 

25.8 

22.6 

21.9 

32.9

34.8

38.9

43.9

40.3

35.8

30.8

28.4

13.3

14.8

11.0

18.8

20.7

29.6

5.2 

7.6 

3.7 

7.6 

9.3 

10.6 

8.9 

9.0 

4.4 

0.9 

5.5 

5.8 

10.3 

8.9 

0% 25% 50% 75% 100%

わからない

1,000万以上

800 1,000万

600 800万

400 600万

200 400万

200万未満

職業別構成とのクロス集計 n=1,534 

職業別（「その他」を除く。職業別構成の定義については 9 ページ参照）に、「やりがいはある」、

「どちらかといえばやりがいはある」と回答した割合の合計を全体の平均（65.0%）と比較すると、 

「その他就業者」（80.1%）が平均を大きく上回り、「正規雇用者」（72.9%）、「非正規雇用者」（67.0%）

でも平均を上回った。一方で「無職」（41.5%）では平均を大きく下回り、「学生」（61.6%）でも平均を

下回った。 

世帯収入別構成とのクロス集計 n=1,530 

世帯収入別（「わからない」を除く）に、「やりがいはある」、「どちらかといえばやりがいはある」と 

回答した割合の合計を全体の平均（65.0%）と比較すると、「800 万円以上～1,000 万円未満」

（80.6%）、「600万円以上～800万円未満」（76.0%）が平均を大きく上回り、「1,000万円以上」（74.7%）、

「400 万円以上～600 万円未満」（66.1%）でも平均を上回った。一方で「200 万円未満」（52.7%）が 

平均を大きく下回り、「200万円以上～400万円未満」（58.4%）でも平均を下回った。 

全体の平均 
(n=573) 

(n=412) 

(n=176) 

(n=39) 

(n=316) 

(n=18) 

(n=169) 

(n=358) 

(n=108) 

(n=158) 

(n=155) 

(n=237) 

(n=345) 

全体の平均 
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仕事と私生活の両立については、「両立できている」（26.6%）、「どちらかといえば両立できて 

いる」（42.0%）と回答した割合の合計が 68.6%となった。一方で「両立できていない」（7.2%）、「どち

らかといえば両立できていない」（10.1%）と回答した割合の合計は 17.3%となった。 

男女別構成     集計 n=1,559 

男女別に、「両立できている」、「どちらかといえば両立できている」と回答した割合の合計を比較

すると、「女性」（70.1%）が「男性」（67.4%）を上回った。 

年齢階層別構成     集計 n=1,569 

年齢階層別に、「両立できている」、「どちらかといえば両立できている」と回答した割合の合計を

全体の平均（65.0%）と比較すると、「60～69歳」（77.0%）が平均を大きく上回り、「50～59歳」（73.1%）、

「20～29 歳」（71.1%）、「40～49 歳」（67.6%）でも平均を上回った。一方で「20 歳未満」（50.0%）では 

平均を大きく下回り、「80 歳以上」（55.2%）、「30～39 歳」（62.3%）、「70～79 歳」（63.6%）では平均を 

下回った。 

一般市民 
Q10 

n=1,625 
仕事 私生活 両立      か。 

(n=826) 

(n=733) 

(n=76) 

(n=32) 

(n=104) 

(n=183) 

(n=339) 

(n=301) 

(n=339) 

(n=195) 

全体の平均 

両立     どちらかといえば両立     どちらともいえない どちらかといえば両立      両立      
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職業別構成とのクロス集計 n=1,530 

職業別（「その他」を除く。職業別構成の定義については9ページ参照）に、「両立できている」、

「どちらかといえば両立できている」と回答した割合の合計を全体の平均（68.6%）と比較すると、

「非正規雇用者」（80.4%）が平均を大きく上回り、「その他就業者」（76.6%）、「正規雇用者」（73.7%）

でも平均を上回った。一方で「無職」（41.8%）、「学生」（56.1%）では平均を大きく下回った。 

全体の平均 
(n=572) 

(n=413) 

(n=175) 

(n=41) 

(n=311) 

(n=18) 
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7 生涯学習  

生涯学習への取組状況については、「取り組んでいる」（20.2%）、「どちらかといえば取り組んで

いる」（17.1%）と回答した割合の合計が 37.3%となった。一方で「取り組んでいない」（36.2%）、「どち

らかといえば取り組んでいない」（9.5%）と回答した割合の合計は 45.7%となった。 

男女別構成     集計 n=2,017 

男女別に、「取り組んでいる」、「どちらかといえば取り組んでいる」と回答した割合の合計を比較

すると、「男性」（39.6%）が「女性」（35.2%）を上回った。 

年齢階層別構成     集計 n=2,028 

年齢階層別に、「取り組んでいる」、「どちらかといえば取り組んでいる」と回答した割合の合計を 

全体の平均（37.3%）と比較すると、「20 歳未満」（5７.4%）、「70～79 歳」（48.0%）が平均を大きく上回り、

「60～69歳」（40.5%）、「80歳以上」（38.8%）でも平均を上回った。一方で「30～39歳」（25.5%）では平均

を大きく下回り、「50～59歳」（30.9%）「40～49歳」（31.8%）、「20～29歳」（32.5%）でも平均を下回った。 

一般市民 
Q11 

n=2,104 

余暇に何らかの生涯学習（文化・芸術・スポーツ・ボランティア活動など）に 
取り組んでいますか。 

(n=1,140) 

(n=877) 

(n=147) 

(n=61) 

(n=117) 

(n=211) 

(n=371) 

(n=324) 

(n=455) 

(n=342) 

全体の平均 

取り組んでいる               どちらかといえば取り組んでいる       どちらともいえない   
どちらかといえば取り組んでいない    取り組んでいない               余裕がない 
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文化・芸術活動への取組状況については、週に 1～２回程度以上取り組んでいると回答した 

割合の合計が 32.1%となった。一方で「関心はあるが機会がない」（32.9%）、「関心がない」（16.9%）

と回答した割合の合計は 49.8%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=1,940 

年齢階層別に、週に 1～２回程度以上、文化・芸術活動に取り組んでいると回答した割合の合計

を全体の平均（32.1%）と比較すると、「20 歳未満」（50.0%）が平均を大きく上回り、「70～79 歳」

（34.6%）、「60～69 歳」（33.7%）、「80 歳以上」（32.4%）でも平均を上回る、または近似した値となった。

一方で「30～39 歳」（28.1%）、「50～59 歳」（28.8%）「40～49 歳」（28.8%）、「20～29 歳」（29.5%）でも

平均を下回った。 

一般市民 
Q12 

n=2,011 
  程度 文化 芸術活動（読書などを含む）に取り組んでいますか。 

(n=133) 

(n=64) 

(n=115) 

(n=203) 

(n=359) 

(n=309) 

(n=430) 

(n=327) 

全体の平均 

ほぼ毎日   週 3 回以上   週 1 2 回程度   月 1 2 回程度   関心はあるが機会がない   関心がない 
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スポーツ活動への取組状況については、週に 1～２回程度以上取り組んでいると回答した割合

の合計が 42.4%となった。一方で「関心はあるが機会がない」（33.9%）、「関心がない」（10.9%）と  

回答した割合の合計は 44.8%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=1,988 

年齢階層別に、週に 1～２回程度以上、スポーツ活動に取り組んでいると回答した割合の合計を

全体の平均（42.4%）と比較すると、「70～79歳」（61.8%）、「20歳未満」（55.4%）が平均を大きく上回り、

「80 歳以上」（51.5%）、「60～69 歳」（50.7%）でも平均を上回った。一方で「30～39 歳」（23.7%）、「40

～49 歳」（25.6%）、「20～29 歳」（30.2%）では平均を大きく下回り、「50～59 歳」（39.4%）でも平均を 

下回った。 

一般市民 
Q13 

n=2,058 
  程度     活動（ウォーキングなどを含む）に取り組んでいますか。 

(n=136) 

(n=65) 

(n=116) 

(n=207) 

(n=367) 

(n=315) 

(n=448) 

(n=334) 

全体の平均 

ほぼ毎日   週 3 回以上   週 1 2 回程度   月 1 2 回程度   関心はあるが機会がない   関心がない 
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ボランティア活動への参加状況については、「参加している」（4.5%）、「ときどき参加している」

（10.9%）と回答した割合の合計が 15.4%となった。一方で「参加していない」（56.3%）、「関心はある

が機会がない」（11.2%）と回答した割合の合計は 67.5%となった。 

男女別構成     集計 n=2,033 

男女別に、「参加している」、「ときどき参加している」と回答した割合の合計を比較すると、「男性」

（17.2%）が「女性」（13.4%）を上回った。 

年齢階層別構成     集計 n=2,044 

年齢階層別に、「参加している」、「ときどき参加している」と回答した割合の合計を全体の平均

（15.4%）と比較すると、「70～79 歳」（22.3%）、「60～69 歳」（18.8%）、「80 歳以上」（16.9%）が平均を 

上回った。一方で「30～39 歳」（7.5%）、「20～29 歳」（10.1%）、「40～49 歳」（11.1%）、「20 歳未満」

（12.3%）、「50～59 歳」（13.0%）では平均を下回った。 

一般市民 
Q14 

n=2,119 
福祉や環境などのボランティア活動に参加していますか。 

(n=1,152) 

(n=881) 

(n=148) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=214) 

(n=370) 

(n=324) 

(n=461) 

(n=344) 

全体の平均 

参加している                ときどき参加している            あまり参加していない   
参加していない              関心はあるが機会がない          関心がない 
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8 地域のつながり 

aWwa33ws 

自治会などの地域活動への参加状況については、「参加している」（23.5%）、「ときどき参加して

いる」（26.4%）と回答した割合の合計が 49.9%となった。一方で「参加していない」（30.8%）、「関心

はあるが機会がない」（3.4%）と回答した割合の合計は 34.2%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=2,059 

年齢階層別に、「参加している」、「ときどき参加している」と回答した割合の合計を全体の平均

（49.9%）と比較すると、「60～69歳」（61.2%）が平均を大きく上回り、「70～79歳」（59.7%）、「50～59歳」

（52.1%）でも平均を上回った。一方で「20～29歳」（13.7%）、「20歳未満」（22.3%）、「30～39歳」（39.9%）

では平均を大きく下回り、「80 歳以上」（45.3%）、「40～49歳」（47.3%）でも平均を下回った。 

一般市民 
Q15 

n=2,136 
自治会などの地域活動に参加していますか。 

参加している                ときどき参加している            あまり参加していない   
参加していない              関心はあるが機会がない          関心がない 

(n=159) 

(n=63) 

(n=117) 

(n=213) 

(n=370) 

(n=326) 

(n=466) 

(n=345) 

全体の平均 
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職業別構成とのクロス集計 n=1,994 

職業別（「その他」を除く。職業別構成の定義については 9 ページ参照）に、「参加している」、

「ときどき参加している」と回答した割合の合計を全体の平均（49.9%）と比較すると、「その他就業者」

（59.3%）、「無職」（55.7%）、「非正規雇用者」（51.2%）が平均を上回った。一方で「学生」（16.3%）で

は平均を大きく下回り、「正規雇用者」（43.4%）が平均を下回った。 

住宅構成     集計 n=2,051 

住宅別（「その他」を除く）に、「参加している」、「ときどき参加している」と回答した割合の合計を

全体の平均（49.9%）と比較すると、「持ち家（一戸建）」（58.3%）が平均を上回った。一方で「民営・公

営の賃貸住宅」（18.7%）、「社宅・寮など」（34.8%）、「持ち家（マンション）」（35.1%）では平均を大き

く下回った。 

全体の平均 
(n=576) 

(n=414) 

(n=182) 

(n=80) 

(n=709) 

(n=33) 

(n=1,557) 

(n=117) 

(n=321) 

(n=23) 

(n=33) 

全体の平均 
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6.5 

0% 25% 50% 75% 100%

女性

男性

近所づきあいの頻度については、「あいさつを交わす程度」（46.5%）が最も高く、次いで、「世間

話をする程度」（28.3%）となった。 

男女別構成     集計 n=2,063 

男女別に、「困ったことがあれば助け合える程度」、「簡単な相談や頼みごとができる程度」と 

回答した割合の合計を比較すると、「女性」（22.5%）が「男性」（15.7%）を上回った。 

年齢階層別構成     集計 n=2,074 

年齢階層別に、「困ったことがあれば助け合える程度」、「簡単な相談や頼みごとができる程度」

と回答した割合の合計を全体の平均（19.8%）と比較すると、「70～79 歳」（30.2%）、「80 歳以上」

（30.2%）が平均を大きく上回り、「60～69 歳」（24.4%）でも平均を上回った。一方で「20 歳未満」

（4.6%）、「20～29歳」（5.1%）では平均を大きく下回り、「30～39歳」（11.7%）、「40～49歳」（14.1%）、

「50～59 歳」（14.7%）でも平均を下回った。 

困        助 合  程度      簡単 相談 頼       程度     世間話   程度
     交  程度             近所づきあいはない  

一般市民 
Q16 

n=2,151 
      程度 近所            

(n=166) 

(n=65) 

(n=117) 

(n=215) 

(n=369) 

(n=327) 

(n=467) 

(n=348) 

全体の平均 

(n=1,174) 

(n=889) 

平成28年度 市民意識調査結果報告書

-99-



12.1

4.3

5.6

3.4

10.8

4.3

4.3

5.9

11.7

15.2

13.0

12.7

25.4

32.4

45.5

65.2

62.2

58.5

42.4

27.3

13.0

15.2

6.8

2.7

0% 25% 50% 75% 100%

その他

社宅 寮  

民営 公営 賃貸住宅

持ち家（マンション）

持 家（一戸建）

11.0 

9.9 

8.7 

8.4

9.1

7.9

27.7

35.4

29.6
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42.4 

49.8 
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中学生

小学生

乳幼児

乳幼児、小学生、中学生のいる世帯とのクロス集計

乳幼児、小学生、中学生のいる世帯別に、「困ったことがあれば助け合える程度」、「簡単な相談

や頼みごとができる程度」と回答した割合の合計を全体の平均（19.8%）と比較すると、「乳幼児」の

いる世帯（16.6%）、「小学生」のいる世帯（19.0%）、「中学生」のいる世帯（19.4%）が平均を下回る、または

近似した値となった。 

住宅構成     集計 n=2,064 

住宅別（「その他」を除く）に、「困ったことがあれば助け合える程度」、「簡単な相談や頼みごと

ができる程度」と回答した割合の合計を全体の平均（19.8%）と比較すると、「持ち家（一戸建）」

（22.5%）が平均を上回った。一方で「社宅・寮など」（8.6%）、「民営・公営の賃貸住宅」（9.9%）、 

「持ち家（マンション）」（9.3%）では平均を大きく下回った。 

(n=1,567) 

(n=118) 

(n=323) 

(n=23) 

(n=33) 

全体の平均 

全体の平均 

(n=243) 

(n=253) 

(n=191) 
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災害時における近所の人との助け合いの関係については、「ある」（16.4%）、「どちらかといえば

ある」（36.6%）と回答した割合の合計が 53.0%となった。一方で「ない」（13.2%）、「どちらかといえば

ない」（16.0%）と回答した割合の合計は 29.4%となった。 

男女別構成     集計 n=2,063 

男女別に、「ある」、「どちらかといえばある」と回答した割合の合計を比較すると、「女性」（54.4%）

が「男性」（50.5%）を上回った。 

年齢階層別構成     集計 n=2,075 

年齢階層別に、「ある」、「どちらかといえばある」と回答した割合の合計を全体の平均（53.0%）と 

比較すると、「70～79歳」（68.1%）、「80歳以上」（66.9%）が平均を大きく上回り、「60～69歳」（58.8%）、

「20 歳未満」（55.4%）でも平均を上回った。一方で「30～39 歳」（33.5%）、「20～29 歳」（33.9%）では 

平均を大きく下回り、「40～49歳」（45.9%）、「50～59歳」（47.4%）でも平均を下回った。 

ある      どちらかといえばある    どちらともいえない   どちらかといえばない    ない  

一般市民 
Q17 

n=2,151 
災害時には近所の人と助け合える関係にありますか。 

(n=163) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=215) 

(n=371) 

(n=327) 

(n=468) 

(n=348) 

全体の平均 

(n=1,175) 

(n=888) 
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住宅構成     集計 n=2,065 

住宅別（「その他」を除く）に、「ある」、「どちらかといえばある」と回答した割合の合計を全体の 

平均（53.0%）と比較すると、「持ち家（一戸建）」（60.9%）が平均を上回った。一方で「民営・公営の

賃貸住宅」（22.8%）、「社宅・寮など」（39.1%）、「持ち家（マンション）」（33.0%）では平均を大きく  

下回った。 

(n=1,566) 

(n=118) 
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困っている近所の人への手助けについては、「本人から頼まれれば手助けをする」（64.4%）が最

も高く、次いで「近所の他の人と一緒になら手助けをする」（15.1%）となった。 

男女別構成     集計 n=2,027 

男女別に、「自ら進んで手助けをする」、「本人から頼まれれば手助けをする」と回答した割合の

合計を比較すると、「女性」（73.2%）が「男性」（67.8%）を上回った。 

年齢階層別構成     集計 n=2,038 

年齢階層別に、「自ら進んで手助けをする」、「本人から頼まれれば手助けをする」と回答した 

割合の合計を全体の平均（70.5%）と比較すると、「20 歳未満」（79.3%）、「20～29 歳」（75.4%）、「40～

49 歳」（73.5%）、「70～79 歳」（72.1%）、「50～59 歳」（71.6%）、「60～69 歳」（71.1%）が平均を上回る、

または近似した値となった。一方で「80 歳以上」（51.6%）が平均を大きく下回り、「30～39 歳」（70.0%）

では平均と近似した値となった。 

自ら進んで手助けをする   本人から頼まれれば手助けをする   近所の他の人と一緒になら手助けをする 
手助けはしない        手助けできない 

一般市民 
Q18 

n=2,113 

近所に病気や介護、子育てなどで困っている人がいたら、相談や買い物などの 
手助けをしますか。 

(n=149) 

(n=63) 

(n=118) 

(n=213) 

(n=366) 

(n=320) 

(n=461) 

(n=348) 

(n=1,151) 

(n=876) 
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困ったときの近所の人からの手助けについては、「頼みたい」（5.9%）、「どちらかといえば頼み 

たい」（18.1%）と回答した割合の合計が 24.0%となった。一方で「頼みたくない」（23.0%）、「どちらか

といえば頼みたくない」（32.0%）と回答した割合の合計は 55.0%となった。 

住宅構成     集計 n=2,018 

住宅別（「その他」を除く）に、「頼みたい」、「どちらかといえば頼みたい」と回答した割合の合計

を全体の平均（24.0%）と比較すると、「持ち家（一戸建）」（24.9%）が平均を上回った。一方で   

「民営・公営の賃貸住宅」（20.5%）、「社宅・寮など」（21.7%）、「持ち家（マンション）」（21.9%）では 

平均を下回った。 

一般市民 
Q19 

n=2,100 

病気や介護、子育てなどで困ったら、近所の人に相談や買い物などの手助けを
頼みたいですか。 

頼みたい どちらかといえば頼みたい どちらともいえない どちらかといえば頼みたくない 頼みたくない

(n=1,532) 

(n=114) 

(n=317) 

(n=23) 

(n=32) 

全体の平均 
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9 国際交流 

aWwa33ws 

身近なところでの外国人と日本人との交流の有無については、「感じる」（5.8%）、「どちらかと 

いえば感じる」（11.4%）と回答した割合の合計が 17.2%となった。一方で「感じない」（54.2%）、「どち

らかといえば感じない」（15.4%）と回答した割合の合計は 69.6%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=2,029 

年齢階層別に、「感じる」、「どちらかといえば感じる」と回答した割合の合計を全体の平均

（17.2%）と比較すると、「20 歳未満」（32.3%）、「20～29 歳」（29.6%）が平均を大きく上回り、「40～ 

49 歳」（18.6%）でも平均を上回った。一方で「70～79 歳」（12.9%）、「30～39 歳」（14.4%）、「80 歳 

以上」（15.6%）、「60～69 歳」（15.4%）、「50～59 歳」（17.0%）では平均を下回る、または近似した値

となった。 

感じる       どちらかといえば感じる       どちらともいえない    どちらかといえば感じない   感じない   関心がない 

一般市民 
Q20 

n=2,101 
身近に日本人と外国人  交流    感    。 

(n=147) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=215) 
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(n=457) 

(n=333) 
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10 エネルギー  

電気などの省エネへの取組状況については、「取り組んでいる」（21.4%）、「どちらかといえば取り

組んでいる」（43.4%）と回答した割合の合計が 64.8%となった。一方で「取り組んでいない」（9.6%）、

「どちらかといえば取り組んでいない」（14.3%）と回答した割合の合計は 23.9%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=2,066 

年齢階層別に、「取り組んでいる」、「どちらかといえば取り組んでいる」と回答した割合の合計を 

全体の平均（64.8%）と比較すると、「70～79 歳」（75.7%）が平均を大きく上回り、「60～69 歳」（68.5%）、

「80歳以上」（65.9%）でも平均を上回った。一方で「20～29歳」（46.7%）、「20歳未満」（55.3%）では平均

を大きく下回り、「30～39 歳」（59.0%）、「50～59 歳」（59.0%）、「40～49 歳」（63.7%）でも平均を     

下回った。 

一般市民 
Q21 

n=2,139 
電気   省   取 組       

(n=167) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=215) 

(n=370) 

(n=325) 

(n=464) 

(n=342) 

全体の平均 

取り組んでいる               どちらかといえば取り組んでいる       どちらともいえない   
どちらかといえば取り組んでいない    取り組んでいない               関心がない 
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太陽光発電システムの設置状況については、「設置している」（10.1%）、「設置を検討している」

（0.7%）と回答した割合の合計が 10.8%となった。一方で「設置する予定はない」（50.0%）、「設置でき

ない」（25.8%）と回答した割合の合計は 75.8%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=2,041 

年齢階層別に、「設置している」、「設置を検討している」と回答した割合の合計を全体の平均

（10.8%）と比較すると、「30～39 歳」（25.7%）が平均を大きく上回り、「40～49 歳」（13.5%）、「20～29 歳」

（12.1%）でも平均を上回った。一方で「70～79 歳」（5.7%）、「80 歳以上」（7.5%）、「60～69 歳」（7.8%）、

「50～59歳」（8.9%）、「20 歳未満」（9.4%）では平均を下回る、または近似した値となった。 

一般市民 
Q22 

n=2,112 
太陽光発電システムを設置していますか。 

(n=160) 

(n=64) 

(n=115) 

(n=214) 

(n=368) 

(n=324) 

(n=462) 

(n=334) 

全体の平均 

設置している                 設置を検討している             設置を検討したい 
設置する予定はない            設置できない                 関心がない 
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11 環境 

ごみの減量への取組状況については、「取り組んでいる」（27.4%）、「どちらかといえば取り組んで

いる」（42.4%）と回答した割合の合計が 69.8%となった。一方で「取り組んでいない」（8.1%）、「どちら

かといえば取り組んでいない」（12.6%）と回答した割合の合計は 20.7%となった。 

男女別構成     集計 n=2,058 

男女別に、「取り組んでいる」、「どちらかといえば取り組んでいる」と回答した割合の合計を比較

すると、「女性」（72.6%）が「男性」（64.8%）を上回った。 

年齢階層別構成     集計 n=2,070 

年齢階層別に、「取り組んでいる」、「どちらかといえば取り組んでいる」と回答した割合の合計を全体の

平均（69.8%）と比較すると、「70～79歳」（83.0%）、「80 歳以上」（80.6%）が平均を大きく上回り、「60～69歳」

（75.5%）でも平均を上回った。一方で「20～29歳」（43.2%）、「20歳未満」（47.7%）、「30～39歳」（59.0%）では

平均を大きく下回り、「40～49歳」（64.7%）、「50～59歳」（65.9%）でも平均を下回った。 

一般市民 
Q23 

n=2,144 
           減量 取 組       

(n=165) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=215) 

(n=371) 

(n=325) 

(n=465) 

(n=346) 

全体の平均 

取り組んでいる               どちらかといえば取り組んでいる       どちらともいえない   
どちらかといえば取り組んでいない    取り組んでいない               関心がない 

(n=1,172) 

(n=886) 
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平成27年度

平成28年度

住まいの周辺環境の美しさについては、「感じる」（23.0%）、「どちらかといえば感じる」（50.6%）と

回答した割合の合計が 73.6%となった。一方で「感じない」（6.9%）、「どちらかといえば感じない」

（8.4%）と回答した割合の合計は 15.3%となった。 

平成 26年度、平成 27 年度調査結果との比較 

過去の調査結果と比較すると、「感じる」、「どちらかといえば感じる」と回答した割合の合計

（73.6%）は、平成 26年度（68.4%）から増加する傾向がみられた。 

年齢階層別構成     集計 n=2,067 

年齢階層別に、「感じる」、「どちらかといえば感じる」と回答した割合の合計を全体の平均

（73.6%）と比較すると、「70～79 歳」（78.8%）、「20 歳未満」（78.4%）、「80 歳以上」（77.2%）が平均を

上回った。一方で「20～29歳」（69.4%）、「50～59歳」（70.8%）、「40～49歳」（71.7%）、「30～39歳」

（72.6%）、「60～69 歳」（73.4%）では平均を下回る、または近似した値となった。 

感じる       どちらかといえば感じる       どちらともいえない    どちらかといえば感じない     感じない   

一般市民 
Q24 

n=2,140 
お住まいの周辺の環境は美しく保たれていると感じますか。 

(n=167) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=215) 

(n=371) 

(n=325) 

(n=462) 

(n=344) 

全体の平均 

(n=1,618) 

(n=1,607) 

(n=2,140) 
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12 食生活 

地場産農産物については、「食べている」（38.6%）、「どちらかといえば食べている」（35.7%）と  

回答した割合の合計が 74.3%となった。一方で「食べていない」（3.3%）、「どちらかといえば食べて 

いない」（6.3%）と回答した割合の合計は 9.6%となった。 

男女別構成     集計 n=2,057 

男女別に、「食べている」、「どちらかといえば食べている」と回答した割合の合計を比較すると、

「女性」（78.1%）が「男性」（68.5%）を上回った。 

年齢階層別構成     集計 n=2,069 

年齢階層別に、「食べている」、「どちらかといえば食べている」と回答した割合の合計を全体の 

平均（74.3%）と比較すると、「70～79 歳」（86.7%）、「80 歳以上」（84.3%）が平均を大きく上回り、「60～ 

69 歳」（77.8%）でも平均を上回った。一方で「20～29 歳」（61.1%）、「20 歳未満」（63.1%）では平均を  

大きく下回り、「40～49歳」（65.1%）、「30～39歳」（66.9%）、「50～59歳」（71.4%）でも平均を下回った。 

一般市民 
Q25 

n=2,143 
地場産の農産物（地元で採れたお米や野菜、お肉など）を食べていますか。 

(n=166) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=215) 

(n=370) 

(n=325) 

(n=464) 

(n=346) 

全体の平均 

食べている                  どちらかといえば食べている         どちらともいえない   
どちらかといえば食べていない       食べていない                 意識     

(n=1,172) 

(n=885) 
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食事については、「おいしく食べている」（62.1%）、「どちらかといえばおいしく食べている」

（31.0%）と回答した割合の合計が 93.1%となった。一方で「おいしく食べていない」（1.4%）、「どちら

かといえばおいしく食べていない」（1.8%）と回答した割合の合計は 3.2%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=2,071 

年齢階層別に、「おいしく食べている」、「どちらかといえばおいしく食べている」と回答した割合

の合計を全体の平均（93.1%）と比較すると、「20歳未満」（96.9%）、「70～79歳」（95.0%）、「20～29歳」

（94.9%）、「30～39 歳」（93.9%）が平均を上回る、または近似した値となった。一方で「80 歳以上」

（89.3%）、「50～59 歳」（91.4%）、「40～49 歳」（92.4%）では平均を下回った。さらに、「60～69 歳」

（93.1%）では平均と同じ値となった。 

一般市民 
Q26 

n=2,145 
食事をおいしく食べていますか。 

おいしく食べている                どちらかといえばおいしく食べている      どちらともいえない 
どちらかといえばおいしく食べていない     おいしく食べていない 

(n=167) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=215) 

(n=371) 

(n=324) 

(n=466) 

(n=345) 

全体の平均 
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家族構成とのクロス集計 n=2,049 

同居家族別（「その他」を除く）に、「おいしく食べている」、「どちらかといえばおいしく食べてい

る」と回答した割合の合計を全体の平均（93.1%）と比較すると、「三世代家族」（95.2%）、「夫婦のみ」

（94.6%）、「二世代家族」（93.7%）が平均を上回る、または近似した値となった。一方で「単身」

（84.6%）では平均を大きく下回った。 

(n=195) 

(n=524) 

(n=1,013) 

(n=270) 

(n=47) 

全体の平均 
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13 日常生活 

aWwa33ws 

買い物などの日常生活の不便さについては、「感じない」（55.5%）、「どちらかといえば感じない」

（21.2%）と回答した割合の合計が76.7%となった。一方で「感じる」（7.0%）、「どちらかといえば感じる」

（12.3%）と回答した割合の合計は 19.3%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=2,068 

年齢階層別に、「感じない」、「どちらかといえば感じない」と回答した割合の合計を全体の平均

（76.7%）と比較すると、「60～69歳」（81.6%）、「50～59歳」（81.0%）、「40～49歳」（79.5%）、「20歳未満」

（78.2%）が平均を上回った。一方で「80 歳以上」（55.2%）では平均を大きく下回り、「20～29 歳」

（74.3%）、「70～79歳」（74.8%）、「30～39歳」（76.2%）でも平均を下回る、または近似した値となった。 

感じない       どちらかといえば感じない    どちらともいえない    どちらかといえば感じる       感じる 

一般市民 
Q27 

n=2,142 
買い物など 日常生活 不便 感    。 

(n=165) 

(n=64) 

(n=117) 

(n=214) 

(n=371) 

(n=325) 

(n=466) 

(n=346) 

全体の平均 
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日常生活の中で徒歩や自転車での移動の実態については、「ほぼ毎日」（27.1%）、「週３回  

以上」（12.6%）、「週１～２回程度」（21.7%）と回答した割合の合計が 61.4%となった。 

年齢階層別構成     集計 n=2,050 

年齢階層別に、週に 1～２回程度以上、日常生活の中で徒歩や自転車で移動していると回答 

した割合の合計を全体の平均（61.4%）と比較すると、「20 歳未満」（92.2%）、「70～79 歳」（78.6%）、

「80 歳以上」（75.8%）が平均を大きく上回り、「60～69 歳」（63.1%）でも平均を上回った。一方で  

「30～39 歳」（49.6%）、「40～49 歳」（50.0%）、「50～59 歳」（51.4%）では平均を大きく下回り、「20～ 

29 歳」（51.6%）でも平均を下回った。 

一般市民 
Q28 

n=2,120 
  程度 日常生活    徒歩 自転車 移動      。 

(n=161) 

(n=65) 

(n=118) 

(n=214) 

(n=370) 

(n=323) 

(n=457) 

(n=342) 

全体の平均 

ほぼ毎日    週 3 回以上    週 1 2 回程度     機会がない       徒歩 自転車 移動    
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職業別構成とのクロス集計 n=1,979 

職業別（「その他」を除く。職業別構成の定義については 9 ページ参照）に、週に 1～２回程度

以上、日常生活の中で徒歩や自転車で移動していると回答した割合の合計を全体の平均（61.4%）

と比較すると、「学生」（91.5%）では平均を大きく上回り、「無職」（70.1%）でも平均を上回った。一方

で「正規雇用者」（49.2%）では平均を大きく下回り、「非正規雇用者」（55.9%）、「その他就業者」

（58.6%）でも平均を下回った。 

全体の平均 
(n=574) 

(n=411) 

(n=181) 

(n=82) 

(n=696) 

(n=35) 
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14 中心市街地 

aWwa33ws 

中心市街地の商店や飲食店などの利用状況については、「よく利用している」（6.6%）、「ときどき

利用している」（28.3%）と回答した割合の合計が 34.9%となった。一方で「利用していない」（40.6%）、

「あまり利用していない」（23.8%）と回答した割合の合計は 64.4%となった。 

男女別構成     集計 n=2,059 

男女別に、「よく利用している」、「ときどき利用している」と回答した割合の合計を比較すると、

「女性」（37.6%）が「男性」（32.1%）を上回った。 

年齢階層別構成     集計 n=2,071 

年齢階層別に、「よく利用している」、「ときどき利用している」と回答した割合の合計を全体の  

平均（34.9%）と比較すると、「20 歳未満」（52.3%）、「20～29 歳」（49.2%）が平均を大きく上回り、「40～

49歳」（37.8%）、「60～69歳」（36.9%）でも平均を上回った。一方で「30～39歳」（27.0%）、「70～79歳」

（30.7%）、「50～59歳」（32.3%）「80歳以上」（32.5%）では平均を下回った。 

  利用        利用   る どちらともいえない    利用   ない 利用   ない

一般市民 
Q29 

n=2,145 
岐阜駅周辺 柳 瀬   中心市街地 商店 飲食店   利用       
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(n=345) 

全体の平均 

(n=1,173) 
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